
（株）ＣＡＭＰＦＩＲＥと公共施設等の利活用に関する協定を締結しました 

 

 

安中市と大手クラウドファンディング事業者の株式会社ＣＡＭＰＦＩＲＥ（本社：東京都

渋谷区、代表取締役：家入 一真）は、公共施設等の利活用に関する協定を令和２年６月２

３日に締結しました。 

本協定により、安中市では、安中市が保有する公共施設等の有効な利活用策について、株

式会社ＣＡＭＰＦＩＲＥの知見を得ながら、クラウドファンディングを用いた民間資金の

活用などによる事業者支援を取り入れるなど、様々な手法により検討していきます。 

このことにより、安中市の課題の解決と、安中市が保有する公共施設等の有効な利活用を

通じた事業者の支援及び育成を同時に実現していくことを狙いとしています。 

 

 

●協定の名称 安中市と株式会社ＣＡＭＰＦＩＲＥとの公共施設等の利活用に関する協定 

●協定締結日 令和２（2020）年６月23日（火曜日） 

●協定の目的 包括的な連携のもと、安中市が保有する公共施設等（旧秋間みのりが丘

コミュニティプラザ、旧国民宿舎裏妙義など）の課題に対応し、有効な

利活用を促すことにより、活力ある豊かな地域社会の形成と発展に必要

とされる事業者の支援及び育成をすること 

●協力事項 

（１）安中市が保有する公共施設等の利活用、株式会社ＣＡＭＰＦＩＲＥが保有する事業者

支援の知見の活用に関すること。 

（２）安中市と株式会社ＣＡＭＰＦＩＲＥが共同で実施する事業に関すること。 

（３）その他、協定の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

●推進体制 本協定に基づき協定当事者間で設置する「公共施設等利活用推進会議」をエン

ジンとして、公共施設等の利活用方法の検討をはじめとした協力事項を円滑に

推進していきます。 


